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～進越超信～ 

２３期生センター試験まで 

３１１！  

前期試験の合格発表で、続々届く先輩たちのサクラサク報告。聴きたいでしょ？いろいろ知りたいでしょ？ 

というわけで、今年も現役合格のすごいメンバーが「１，２年生にいま伝えたい！」と協力してくれることに♪ 

勉強方法、やって良かったこと、やらなければ良かったこと、苦しかったこと、やっとくべきだったこと、 

その他もちろん志望先を決める基準など、春休みまえにモチベーション上げる一助としてくださいな☆ 

 

合格体験談発表者（予定） 

 

☆国公立大学推薦・ＡＯ入試合格者 

  ① 上運天 来海 ［理数科］  ＡＯ入試 横浜国立大学経営学部経営学科 

  ② 上原 あやか ［国文科］  推薦Ⅰ 筑波大学人文・社会学群比較文化学類 

  ③ 屋比久 翔太 ［普通科］  推薦Ⅱ 琉球大学法文学部人文社会学部国際法政学科 

④ 松川 美羽 ［国文科］  推薦Ⅰ 名桜大学人間健康学部看護学科 

 ☆国公立大学一般入試（前期）合格者 

  ⑤ 金城 由希子 ［普通科］  沖縄県立看護大学看護学部看護学科 

  ⑥ 平田 かのん ［国文科］  名桜大学国際学群 

  ⑦ 翁長 尚輝 ［理数科］  琉球大学理学部海洋自然科学科化学系  

  ⑧ 祖根 達樹 ［普通科］  国際教養大学国際教養学部 

  ⑨ 島田 凉平 ［普通科］  九州工業大学情報工学部情報工学２類 

  ⑩ 仲座 希咲 ［理数科］  広島大学教育学部第一類（学校教育系）初等教育教員養成コース 

  ⑪ 泉 魁生  ［普通科］  九州大学法学部 

 

 

もちろん、上のリストを見て「この先輩の話を聞きたい♪」と、イメトレしておくことは必須です。 

また、来年、再来年のことを見据えて、「自分だったら？？？」という姿勢を持ちましょう。 

自分ならこの勉強法は合ってるかな、自分だったらどう乗り越えるのか・・・。 

興味のある学部学科だけではなく、いまはあまり考えていない大学であっても、 

先輩たちの悩み苦しんだ過程を知って、ヒントになるかもしれません。 

２年生は志望理由書を書いたばかり。大学受験が、がぜん現実的になってきましたよね。 

とにかく、一言一句を逃さない＆先輩達にたくさん質問を浴びせよう！ 
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羽生結弦は｢異次元のコミュ力｣を持っている 

 

平昌五輪、男子フィギュアスケートで２連覇を達成した羽生結弦選手。個人で最年

少となる国民栄誉賞の授与も検討されている。震災や、ケガ、プレッシャーを乗り越

えて、成し遂げた偉業というストーリー性や肉体的・精神的強さ以外に、彼を異次元

の存在にしているのが、その卓越したコミュニケーション能力だろう。驚異のメンタル

の礎になった羽生選手の言葉力、表現力の裏側に迫ってみたい。 

 

まず、自己との対話力、これは自分を鼓舞し、勇気づけ、自信を作り出すうえで大切なステップだ。コミュニケーションと

いうと、他人との対外的なやり取りをイメージしやすいが、実は自分の考えをまとめ、言語化するまさに「思考」そのもの

であるこのプロセスが、人間のコミュニケーションの中で最も大切で、最も多くの時間を割くたぐいのものでもある。 

羽生選手の場合、この「自分との対話」を非常に大切にしている、というより、むしろ、「大好き」なのかもしれない。彼はこう

語っている。 

「もともと僕は考えることが好きで、まあ考えることというよりも、しゃべることが好きなほうが強いんですかね。自分が考えて何

か疑問に思ったことについて追求し、そして教えてもらって、さらにしゃべりながら自分が覚えていく。そういったことがもとから性

格上ありました。なので、その考えていることを口に出す。いわゆる考えることを表現する。（中略）それがスケートに生かされて

いる」 

日本の多くのアスリートはこのような言語化が苦手という人も少なくない。「スッ」「パーン」といったオノマトペを多用して、半

ば気合か超能力のように意思を伝える選手もいたが、競技の結果を出せば、それでいい、という考え方もまだ根強いよう

に感じる。 

一方で、羽生選手は頭の中で、つねに何らかの問いを反芻し、思考し、言葉にする動作をつねに続け、その力を磨い

てきた。こうした「セルフトーク」が強靭なメンタルに結び付いたとしても不思議はない。 

 

「ゴール設定力」についても、「自己との対話」の中で、「明確な目標」を導き出したと推察されるが、羽生選手のすごみ

は「ゴールのその先」を見る力があることだ。ただ単に「金メダルを取る」というゴールを目指していたのではなく、その先

の「子どもたちに夢を与える」「日本人として誇りに思ってもらう」「震災の被災者に元気になってもらう」といった金メダル

後の「景色」を頭に描いていた節がある。 

「僕はこれだけ注目されながら演技をすることができているので、みなさんにたくさんの思いが届いているのではないかと思って

います。その（メディアの注目という）お力をもうちょっといただいて、また復興の力にしていただけたらいいなと感じています」 

ある意味、金メダルはもっと高みにあるゴールを達成するための「手段」でしかなかったのではないだろうか。自分の言

動が第三者にどういう影響を及ぼすのかを理解し、彼らの視点で物事を俯瞰する力を持っているからこそ、彼の話には

いつも「文脈」がある。 

 

つまり、事象を単なる点で考えず、「それがなぜ、重要なのか」という背景や意義をつねに分析し、

大局観のある説明のシナリオにしている。 

そうした思考の中で、「金メダルの意義」や「獲得後のストーリー」をイメージし、モチベーションを上

げていったとしてもおかしくない。        （東洋経済 ON LINE 2018年３月６日教育・キャリア） 

 

いかがでしたか？ 想いを言語化し、背景や意義をよく考え、ゴールのその先を想像する。 

トップアスリートから、みなさんの目標達成のヒントになる姿勢もあるかもしれませんよ。 
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